
 １ 

平成３０年度事業実施報告書  
 

＜ 目  次 ＞ 

 

１．事業実施報告書（総括）について ……………………………………… 1 

２．社会福祉法人郷寿会の運営について …………………………………… 2 

３．施設・事業所別事業実施報告について ………………………………… 3 

（１）特別養護老人ホームあさひ園の事業について ……………………… 3 

（２）短期入所生活介護（ショートステイ）事業について ……………… 6 

（３）通所介護事業について[含む第 1 号通所事業 

   （介護予防通所介護相当サービス・お達者クラブ）] ……………… 7 

（４）訪問介護事業について[含む第１号訪問事業 

   （介護予防訪問介護相当サービス・えぷろんケアサービス 

    および障害福祉サービス）] …………………………………………10 

（５）障害者（児）指定特定相談支援事業について ……………………… 12 

（６）八代市第２地域包括支援センター（やまびこ） 

（包括的支援事業、指定介護予防支援事業）について …………… 13 

（７）居宅介護支援事業について …………………………………………… 17 

４．地域とのふれあい（交流）活動について ……………………………… 19 

５．職員の採用及び退職について …………………………………………… 19 

６．職員の勤務条件の改善について ………………………………………… 20 

７．職員の資質向上対策について …………………………………………… 20 

８．固定資産の取得及び処分について ……………………………………… 21 

９．防災体制の充実・強化について ………………………………………… 21 

１０．平成 30 年度事故報告･苦情受付状況について ………………………… 22 

 

 

１．事業実施報告（総括）について 

  現在、わが国は国民の 4 人に 1 人が 65 歳以上という超高齢社会を迎えており、今後

も早いスピードで高齢者人口が増加し、2035 年には 3 人に 1 人が、2060 年には約 2.5

人に 1 人が 65 歳以上となることが推計されています。一方で、少子化の進行はもとよ

り、地域社会の機能や世帯構造が大きく変化する中で、高齢者福祉のあり方が大きな課

題となっています。また、介護保険制度は国民生活への定着が進み、高齢期の生活を支

えるためには、なくてはならないサービスとなりました。利用者数が増加している事を

勘案すると、今後も国民の医療・介護の需要が増加することが見込まれています。この

ため国では、団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年を目途に、「地域包括ケアシステム」

の構築をめざして各種施策を推進しています。 

  八代市高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画や当法人の社会福祉充実計画に基づ

いて進めていた新規事業に対して、八代市より 3月 27日付けで第 5圏域の宮地地区に、

地域密着型介護老人福祉施設の開設を認める通知があり、現在は建物の設計及び地質調

査等を実施しているところです。令和元年度内の新規開設までには、建設業者選定や人

材・資材の確保など様々な課題が山積していますが、八代市や各種関係機関とも協議し

ながら計画的に取り組んで行きます。また、施設整備への取り組みとしては、新館東側

の遊歩道拡張や本館廊下 2 箇所にドアを設置したことで、安全且つ快適に事業展開や活

動ができるようになりました。 
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  介護保険等事業収入については、人材不足の中にも経営理念や将来の構想数値目標等

を明確にしながら各事業の稼働率向上や各種加算の確保等につとめましたが、専門職員

や利用者の確保が十分できなかった事、また昨年末からのインフルエンザ蔓延に伴う短

期入所生活介護事業の縮小などにより、昨年より約 2％下回りました。本年 4 月より、

長時間労働の是正や多様で柔軟な働き方の実現、雇用形態に関わらない公正な待遇の確

保等、職員個々の事情に応じた働き方が選択できる事を目的とした、「働き方改革関連

法」が施行されますので、早急に専門職員の確保や人材育成が必要となります。また、

インフルエンザ蔓延について検証し、今後の感染症対策に繋げていくことも必要です。 

  労働安全衛生の推移については、産業医の宮村先生と連携を図り、健康相談やストレ

ス診断を実施しながら、労働災害の防止と職員の健康増進、働きやすい職場環境整備等

に取り組みました。今後は、メンタルヘルス研修の開催、介護支援機器や介護ロボット

の導入等を図りながら職員の危険又は健康障害の防止に努めていきます。 

  人材の確保及び育成については、ハローワークや専門学校・高等学校等と連携し継続

的に職員募集や、派遣会社職員との契約を行いましたが、十分な確保迄には至りません

でした。引き続き、職員研修や育成制度の充実、処遇改善や人事考課制度の強化等を実

施しながら、法人の経営理念や基本方針を共有できる職員の育成を図ります。 

  平成 30 年 4 月の診療・介護報酬同時改定は、6 年ぶり 0.54%のプラス改定となりまし

たが、実質的には基本報酬を引き下げられ、有資格者を確保し要介護度の改善などの成

果を出した事業所のみに加算を認めるなど、一部の事業所にとっては厳しい状況となり

ました。次期の介護保険制度改正次第では、更なる利用者負担の増加やサービス格差の

拡大が懸念されます。安定的経営と業務効率化が図れるよう、これからも専門職の確

保・育成・定着に取り組むとともに、地域や利用者・家族のニーズを的確に把握しなが

ら、更なるサービスの質の向上につとめていきます。 

  各事業所における具体的な事業実施内容は下記のとおりです。 

 

２．社会福祉法人郷寿会の運営について 

  社会福祉法人郷寿会の理事会及び評議員会を下記のとおり開催し、提出議案について

審議するとともに、監事による監査を実施しました。 

（１）理事会の開催 

①日 時：平成 30 年 5 月 29 日（火）午後 2:00 ～ 午後 3:45 

   場 所：特別養護老人ホームあさひ園 2 階会議室 

   出 席 者：理事 6 名、監事 2 名、事務長、事務職員 1 名 

   承認事項 ○ア  平成 29 年度事業実施報告書及び決算書（案）の承認について（含

む監事による監査報告書の説明） 

        ○イ  役員及び評議員の報酬等並びに費用弁償に関する規程の一部変更

（案）の承認について 

        ○ウ  運営規程の一部変更（案）の承認について 

        ○エ  平成 30 年度資金収支補正予算書（案）の承認について 

        ○オ  定時評議員会の招集決定について 

 

②日 時：平成 30 年 10 月 25 日（木）午後 2:00 ～ 午後 3:40 

   場 所：特別養護老人ホームあさひ園 2 階会議室 

   出 席 者：理事 6 名、監事 2 名、事務長、事務職員 1 名 

   承認事項 ○ア  平成 30 年度上半期事業実施報告書（案）の承認について 

        ○イ  地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の開設申請に伴う土

地取得について 
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        ○ウ  地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の申請に伴う設計監

理業者の選定について 

 

③日 時：平成 31 年 3 月 19 日（火）午後 2:00 ～ 午後 2:50 

   場 所：特別養護老人ホームあさひ園 2 階会議室 

   出 席 者：理事 6 名、監事 2 名、事務長、事務職員 1 名 

   承認事項 ○ア  平成 30 年度資金収支補正予算書（案）の承認について 

        ○イ  平成 31 年度事業実施計画書（案）の承認について 

        ○ウ  平成 31 年度資金収支予算書（案）の承認について 

        ○エ  地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の施設整備事業に係

る設計監理業者の決定について 

        ○オ  入札方法の決定及び指名競争入札となった場合の指名業者の選定

について 

        ○カ  評議員会の招集について 

 

（２）評議員会の開催 

①日 時：平成 30 年 6 月 14 日（木）午後 2:00 ～ 午後 3:35 

   場 所：特別養護老人ホームあさひ園 2 階会議室 

   出 席 者：評議員 6 名、理事 2 名、監事 2 名、事務長、事務職員 1 名 

   承認事項 ○ア  平成 29 年度事業実施報告書及び決算書（案）の承認について（含

む監事による監査報告書の説明） 

        ○イ  役員及び評議員の報酬等並びに費用弁償に関する規程の一部変更

（案）の承認について 

        ○ウ  平成 30 年度資金収支補正予算書（案）の承認について 

 

②日 時：平成 31 年 3 月 29 日（金）午後 2:00 ～ 午後 2:40 

   場 所：特別養護老人ホームあさひ園 2 階会議室 

   出 席 者：評議員 7 名、理事 2 名、監事 2 名、事務長、事務職員 1 名 

   承認事項 ○ア  平成 30 年度資金収支補正予算書（案）の承認について 

        ○イ  平成 31 年度事業実施計画書（案）の承認について 

        ○ウ  平成 31 年度資金収支予算書（案）の承認について 

 

（３）監事監査の実施 

   平岡尚道監事および吉田正範監事により、平成 30 年 5 月 8 日（火）に法人及び法

人が経営主体である各事業における平成 29 年度の会計及び会計以外の業務全般につ

いて監事監査を実施しました。 

 

３．施設・事業所別事業実施報告について 

（１）特別養護老人ホームあさひ園について 

   平成 30 年度は「①最期まで尊厳の保持と自立支援を行い、入所者や利用者の変化

に対して速やかで柔軟性のある援助に努め、管理的・画一的な援助にならないようバ

リデーション（共感して接する）していく。②地域の方々に貢献できる施設づくりを

目指す。③働き続けられる職場環境づくり、慢性的な人材不足の解消や介護事故の減

少ができるよう、介護支援機器および介護ロボットなどの導入の検討や膨大な記録類

の処理の解消のための現在の ICT（情報通信技術）利用の再検討や見直しを行う。④

感染症の集団発生の防止、事故や苦情などに柔軟に対応し、安全で安心した生活の提
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供」を基本目標に利用者や家族、地域から信頼され、安心・安全な毎日を過ごしても

らえるよう、取り組みを実施しました。また、今冬も厳重な感染対策を実施しました

が、入所者のインフルエンザ感染者の発生があり、面会の制限などご家族のご協力を

いただきました。さらに、今年度は人材育成のあり方を検討し、新人(中途採用者を

含む)教育担当者を配置、職場環境づくりに取り組みましたが、人材の安定的な確保

にまでは至りませんでした。平成 31 年度は、職員の人材育成と定着に向けて取り組

んでいきたいと思います。 

   看護面においては、嘱託医と連携し入所者の健康管理及び異常の早期発見、他医療

機関へ受診し、疾病の重篤化の防止に努め、本人及び家族の望む治療や退院後のケア

も医療機関と連携することで適切なケアを行うことができました。今冬も個室を利用

し感染対策を行いましたが、インフルエンザ発症者が 17 名あり、早期回復に向けて

職員一丸となって対応し、重症化することなく終息しました。また、終末期ターミナ

ルケアにおいては、看取り期の診断を受けてからも、回復に向けたケアや本人及び家

族が望むケアを行うために、ケアカンファレンスや家族より情報収集を行い、介護・

看護の連携で看取りケアの充実に努め、ご家族からも感謝の言葉を頂きました。なお、

平成 30年度死亡者数 10名（転院 1名含む）中 7名に対し看取り介護を実施しました。

口腔ケアにおいては、さくら歯科、中山歯科医院の協力のもと介護と看護で連携し、

口腔ケアを充実させ、誤嚥性肺炎の予防に努めました。また、本人やご家族が希望さ

れる方の治療も行いました。 

   機能訓練面においては、入所者の安全・安楽な移乗方法について取り組みました。

まずはベッドマットレス「見守り機能搭載モデル・テルサコール」を導入しベッドか

らの転倒・転落予防に努めました。また介護ロボット（移乗アシスト）の試用により

現場での実用性について検討し今後の課題を挙げました。更に 3 ヶ月毎に入所者全員

の褥瘡の発生に係るリスクの評価（平成 30 年度介護報酬改定の新設）を実施すると

ともに福祉用品メーカーによりポジショニングクッションや皮膚に負担が少ない移

乗についての勉強会を開催し理解を深め医務・介護と協力し褥瘡予防に努めました。 

   生活面においては「自分の行動に責任を持つ」を更に継続し、入所者が安心した生

活を送っていただけるように支援するとともに、限られた時間の中で入所者とのふれ

あいを大切にしながらケアを行うよう努めました。また、園外に出る機会を作ること

で、季節感を味わえ、花や木々を見たりして、心身や脳への刺激となり、良い表情や

発語を引き出すことができました。今後も外出の機会を増やし活気ある生活となるよ

う努めていきたいと思います。 

   食事面においては、安全・安心を基本にした食事を提供し、旬の食材を使った料理

で、季節感を感じられるよう努めました。また、入所者の誕生日には、ケーキと赤酒

の提供を行い、個別対応が必要な利用者の食事内容、アプローチに努めました。さら

に、入所者の重度化により、嚥下困難者が増加していることを踏まえ、ミキサー食の

提供量の見直しと、たんぱく質の摂取を補助できるように、主食にプロテインパウダ

ー等を使用して、必要栄養量と喫食率を維持・向上できるよう取り組みました。 

   平成 30 年度新規の入所者は 10 名（Ａさん：有料老人ホーム、Ｂさん：有料老人ホ

ーム、Ｃさん：老人保健施設、Ｄさん：医療機関、Ｅさん：医療機関、Ｆさん：有料

老人ホーム、Ｇさん：在宅、Ｈさん：医療機関、Ｉさん：在宅、Ｊさん：老人保健施

設）でした。また、退所者は、死亡による退所が 9 名、入院加療のための退所者が 1

名でした。 

   なお、入所者の状況（平成 31 年 3 月 31 日現在）については以下のとおりです。 

  ① 入所者数   ：５０名（定員５０名） 

  ② 男女別    ：男性３名、女性４７名 

  ③ 平均在所期間 ：４年７ヶ月 

  ④ 平均年齢   ：８７．４歳 
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  ⑤ 年齢区分   ：６５歳 ～ ６９歳（ ３名） 

７０歳 ～ ７９歳（ ２名） 

            ８０歳 ～ ８９歳（２４名） 

            ９０歳 ～ ９９歳（１９名） 

１００歳～   （ ２名） 

  ⑥ 平均要介護度 ：要介護４.４０ 

  ⑦ 要介護状態区分（※参考１）  

            要介護１（ ０名） 

            要介護２（ ２名） 

            要介護３（ ４名） 

            要介護４（１８名） 

            要介護５（２６名） 

  ⑧ 認知症状態区分（※参考２）   

            自立  （ ０名） 

            ランクⅠ（ ３名） 

            ランクⅡ（１０名） 

            ランクⅢ（１８名） 

            ランクⅣ（１６名） 

            ランクＭ（ ３名） 

（※参考１） 

○要介護１：立ち上がるときや歩行が不安定。排泄や入浴などに、一部介助が必要。 

○要介護２：一人で立ち上がったり歩いたりできないことが多い。排泄や入浴などに一部

または全介助が必要。 

○要介護３：一人で立ち上がったり歩いたりできない。排泄や入浴、着替えなどに全介助

が必要。 

○要介護４：日常生活を送る能力がかなり低下。入浴や着替えの全介助、食事のときの一

部介助が必要。 

○要介護５：生活全般にわたって全面的な介助が必要。意思の伝達がほとんどできない場

合が多い。 

（※参考２） 

○ランクⅠ：何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立してい

る。 

○ランクⅡ：日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られ

ても、誰かが注意していれば自立できる。 

○ランクⅢ：日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが見られ、介

護を必要とする。 

○ランクⅣ：日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見ら

れ、常に介護を必要とする。 

○ランクＭ：著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門医療を必

要とする。 

《主な行事実績》 

４月 

・あさひ園交流会（家族会総会） 

・リラクゼーションあさひの湯（花湯） 

・野外活動 

５月 
・入所者健診 

・リラクゼーションあさひの湯（菖蒲湯） 
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６月 

・防災訓練 

・家族会視察研修旅行 

・ボーイスカウト、カブ隊、ビーバー隊交流会 

・リラクゼーションあさひの湯（日本名湯巡り風呂：箱根温泉） 

７月 

・創立記念行事 

・家族会役員会 

・リラクゼーションあさひの湯（日本名湯巡り風呂：別府の湯） 

８月 

・八代くま川祭り総踊り（職員・家族会合同） 

・光誓寺追弔会（物故者法要） 

・あさひ園納涼祭 

・リラクゼーションあさひの湯（ひまわり湯） 

９月 

・あさひ園敬老会   

・防災訓練 

・光誓寺彼岸法要   

・リラクゼーションあさひの湯（すすき湯） 

１０月 
・家族会清掃作業 

・リラクゼーションあさひの湯（日本名湯巡り風呂：草津温泉） 

１１月 

・あさひ園文化祭 

・短期入所アンケート調査 

・入所者健診 

・リラクゼーションあさひの湯（日本名湯巡り風呂：草津の湯） 

１２月 

・職員・家族会合同忘年会 

・防災訓練 

・リラクゼーションあさひの湯（ゆず湯） 

１月 

・正月行事 

・特養アンケート調査 

・リラクゼーションあさひの湯（日本名湯巡り風呂：箱根の湯） 

２月 ・リラクゼーションあさひの湯（ばんぺいゆ風呂） 

３月 

・家族役員会  

・防災訓練 

・光誓寺彼岸法要  

・花見お茶会 

・リラクゼーションあさひの湯（日本名湯巡り風呂：別府の湯） 

   ※月例行事として、ひだまりの会、入所者懇談会等を実施しました。 

    

（２）短期入所生活介護事業（含介護予防）について 

   短期入所生活介護は、「①住み慣れた生活環境を考慮し、利用者の自立支援や重度

の方の対応、家族介護の負担の緩和に努める。②利用者や家族のニーズ・意向に沿っ

たサービスを提供し、生活意欲の向上や在宅生活の継続への支援に努める。」を基本

目標に取り組み、利用者が重度となられても生活意欲を失わず、在宅での生活が継続

できるよう利用者様やご家族を支援しました。 

   平成 30 年度における利用延日数は 978 日、利用率は 53.44％となっており昨年度を

下回りました。1 月のインフルエンザ蔓延によるショートステイ利用の一時停止及び

職員数減による、受け入れ人数の調整により、昨年度より減少したと考えられます。 

   平成 30 年度の利用実績は次のとおりです。 
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                           （単位：日、％） 

 

利 用 延 日 数 利 用 率 

本年度 

実績(Ａ) 

前年度 

実績(Ｂ) 

対比 

（Ａ／Ｂ） 

本 年 度 利 用 率 前 年 度 利 用 率 

４月 ８５ １１８ ７２.０ ５６.７ ７８.７ 

５月 ９８ １１３ ８６.７ ６３.２ ７２.９ 

６月 ９６ １３６ ７０.６ ６４.０ ９０.７ 

７月 １０７ １３６ ７８.７ ６９.０ ８７.７ 

８月 ９４ １２２ ７７.０ ６０.６ ７８.７ 

９月 ９１ １２８ ７１.１ ６０.７ ８５.３ 

１０月 １０２ １３１ ７７.９ ６５.８ ８４.５ 

１１月 １１７ １１６ １００.９ ７８.０ ７７.３ 

１２月 ９０ １３３ ６９.７ ５８.１ ８５.８ 

１月 ２ １０８ ０.０２ ０.１ ６９.７ 

２月 ３０ １０２ ２９.４ ２１.４ ７２.９ 

３月 ６６ １０９ ６０.６ ４２.６ ７０.３ 

合計 ９７８ １,４５２ ６７.４ 平均 ５３.４  平均 ７９.３  

 ※ 上記の数値はショートステイ（定員 5 名）及び特養の空床ベッドを使用し、算出した

ものです。 

 

（３）通所介護事業について［含む第１号通所事業（介護予防通所介護相当サービス・お

達者クラブ）］ 

   高齢者が要介護状態になった場合においても、その利用者が可能な限りその居宅に

おいて、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、必要な日

常生活上の援助及び機能訓練を実施し、利用者の機能維持並びに利用者家族の身体的

及び精神的負担の軽減に努めました。 

   利用者の活動は、毎月の壁面製作では季節に応じた作品を作製し、あさひ園の文化

祭と 11 月の八代市ふれあいフェスタに出品し参加することができました。 

   その他の活動として生け花、書道、野菜の栽培と収穫、桜や紫陽花の見学・バスハ

イクを実施するとともに、男性利用者と木工活動を行い、椅子や足を乗せる台や鳥の

巣箱、ミカン箱等を作成しました。利用者は、昔を思い出し生き生きとして金づちや

ノコギリを使う表情はとても印象的でした。 

   毎年実施している太田郷小学校 3 年生との交流活動においては、10 月においては児

童自らが交流内容を考えてグループに分かれての交流会を実施することができまし

た。この交流活動は利用者にとっては楽しみな活動であるとともに、児童に対しても

情緒教育や地域福祉の増進に寄与する活動であると思われます。 

   新規事業の取り組みとして、利用者が若い時にやっていたことで男性は木工活動、

女性利用者にはソファカバーを縫う裁縫活動、昔の映画鑑賞など若い頃の気持ちを思

い出せる活動を実施するとともに、大型スクリーンを使ってカラオケシステムから取

り入れた体操や、ゲーム、楽器を使っての音楽活動を実施することが出来ました。ま

た、男性利用者に対する卓上ゲームの実施については、お達者クラブでオセロゲーム

を実施しました。囲碁、将棋は覚えて出来る利用者が殆どおらず実施できませんでし

たが、新しく購入したパズルを多くの利用者が熱心に取り組んでいました。 

   第 1 号通所事業の介護予防通所介護相当サービス・お達者クラブにおいては、利用

者の日常生活の状況、心身の状況及び希望を踏まえ、個別の目標やその目標を達成す

るための個別サービス計画を作成し、身体機能向上訓練、脳活性化トレーニング、集
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団訓練などを実施しました。 

   利用実績については、平成 31 年 3 月末現在において、介護保険実利用者 90 名、延

利用者は 9,524 名。介護予防通所介護相当サービス・お達者クラブの実利用者は 37

名、延利用者は 2,228 名でした。また、実績対比では要介護延利用者が 210 名増加し

対比は 102％で、お達者クラブの実績対比は 115 名の増加で実績対比 105％でした。 

   介護認定結果により、お達者クラブから要介護となる方が数名あり、利用者にとっ

ては要介護になっても同じ事業所で利用できる安心感があるとともに、当事業所にお

いても要介護の利用者の増加につながっています。 

《要介護・利用実績》      （単位：人） 

項 目 
（ 利 用 人 数 ） 

本年度実績（Ａ） 前年度実績（Ｂ） 増減（Ａ－Ｂ） 対比（Ａ／Ｂ）% 

４月 ７６１ ８１４ △５３ ９３ 

５月 ７８７ ８３４ △４７ ９４ 

６月 ８０２ ７７０ ３２ １０４ 

７月 ８３４ ８４５ △１１ ９９ 

８月 ８３１ ８４０ △９ ９９ 

９月 ８０７ ７７２ ３５ １０５ 

１０月 ８４３ ８１９ ２４ １０３ 

１１月 ８１４ ８１０ ４ １０１ 

１２月 ７８２ ７７５ ７ １０１ 

１月 ６９７ ６２１ ７６ １１２ 

２月 ７１４ ６３９ ７５ １１２ 

３月 ８５２ ７７５ ７７ １１０ 

合計 ９,５２４ ９,３１４ ２１０ １０２ 

※ 9 月 30 日は台風のために休業。
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《介護予防通所介護相当サービス・お達者クラブ》  （単位：人） 

項 目 
（ 利 用 人 数 ） 

本年度実績（Ａ） 前年度実績（Ｂ） 増減（Ａ－Ｂ） 対比（Ａ／Ｂ）% 

４月 １８９ １４５ ４４ １３０ 

５月 ２１５ １７４ ４１ １２４ 

６月 １９５ １５８ ３７ １２３ 

７月 １９８ １６２ ３６ １２２ 

８月 ２０７ １７６ ３１ １１８ 

９月 １７６ １７６ ０ １００ 

１０月 １８４ １７９ ５ １０３ 
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１１月 １６５ １８５ △２０ ８９ 

１２月 １６７ １８７ △２０ ８９ 

１月 １５１ １８１ △３０ ８３ 

２月 ２０４ １８３ ２１ １１１ 

３月 １７７ ２０７ △３０ ８６ 

合計 ２,２２８ ２,１１３ １１５ １０５ 
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《直近５ヶ年における事業別利用者数の推移について》（年度別延人数） 

年度 要介護 

介護予防 

（平成 29 年 4 月よ

り第 1 号通所事業

に完全移行） 

第 1 号通所事業お

達者クラブ 

（平成 28 年 7 月よ

り実施） 

介助対応型 

（旧介護予防

相当） 

２６年度 ７,７５１ ３,２６４   

２７年度 ７,５２９ ３,６２５   

２８年度 ８,４１５ １,９２９ ３６０ １０１ 

２９年度 ９,３１４ ０ ２,１１３ ２１０ 

３０年度 ９,５２４ ０ ２,２２８ ０ 

 

   平成 29 年 4 月より、介護予防通所事業が第 1 号通所事業・お達者クラブ(以後、「お

達者クラブ」)に完全に移行しましたが、当事業所においては経過措置期間である平

成 28 年 7 月よりお達者クラブを実施してきました。実施当初はお達者クラブの活動

内容、利用者数、収入面などの不安材料がありましたが、介護保険更新時の要介護へ

の移行利用者や当法人の居宅介護支援事業所の協力およびホームページによる空き

情報等により、年々、要介護利用者が増えてきています。 

   今後は、介護報酬改定毎に通所介護事業の報酬単価が抑えられていくなかで、要支

援の方を対象としたお達者クラブと要介護の方を対象とした通所介護事業の円滑な

事業運営と要介護の利用者をより増やしていくことが安定した運営の基盤となりま

す。しかし、二つの事業利用者が 1 日に 40 人を超えることがあり、遠距離や 1 回目

で利用者を事業所に降ろし、また 2 回目の迎えに行くといった送迎の問題や、サービ

ス全般、特に入浴者数の増加における“事故なく快適に”とのサービスの質の維持・

向上が今後の課題となります。 

 

《平成３０年度の主な行事実績》 

月 行事内容 活動内容・アクティビティー活動 

４月 花祭り 

花見バスハイク 

キーホルダープレゼント 

・キーホルダー作り 
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５月 あさひ園交流会 

新茶会、母の日、菖蒲湯 

・野菜や花の植え付け 

 

６月 運動会 

紫陽花見学 

父の日 

・壁面作成 

 

７月 創立記念行事、七夕行事 ・木工活動 

８月 かき氷、すいか割り 

ミニ夏祭り 

・音楽活動 

・野菜の収穫 

９月 敬老会、綿菓子 ・壁面作成 

10 月 買物バスハイク ・壁面作成 

・太田郷小学校３年生交流会 

11 月 
 

・干し柿作り 

12 月 ゆず湯 ・カレンダー作り 

１月 初詣 

ぜんざい会 

・節分のお面作り 

・木工活動 

２月 節分行事 ・ひな人形作り 

３月 皆勤賞表彰 

ひなまつり会 

・木工活動 

 

  ※ 毎月の行事である誕生会・書道・生花・映画観賞等は除いています。 

  ※ 介護予防通所介護相当サービス・お達者クラブの活動も準じて実施しました。 

 

（４）訪問介護事業［含む第１号訪問事業（介護予防訪問介護相当サービス・えぷろんケ

アサービス）および障害福祉サービス］について 

   介護を必要とする高齢者や障害者が、住み慣れた地域や自宅で安心して暮らせるよ

う利用者の持っている力を最大限に尊重し、自分らしい生活ができるために、平成 30

年度は 9 名の訪問介護員が必要なサービスの提供に努めました。 

   継続計画である週 1 回のミーティングについては、経営理念及び行動規範の読み合

わせをすることで、利用者満足度の高いサービスの提供を意識付けするとともに、利

用者のニーズや問題点をいち早く検討・協議し、関係機関との迅速な連携を図ること

で、利用者に安心と安全の介護サービスの提供に努めました。また、あさひ園居宅介

護支援事業所及び地域包括支援センターのケアマネジャー等と月 1回行う合同ミーテ

ィングや、全事業所のケアマネジャーに発送するサービス提供状況報告書等を通して、

個別援助計画の見直しや支援内容の情報の共有を積極的に協議する事で、質の高いサ

ービスの提供に努めました。 

   職員の資質向上については、年間研修計画に沿って月 1 回以上の勉強会を実施しま

した。さらに、1 名の職員が、「同行援護従事者養成講座」を受講、1 名が「介護福祉

士国家試験」を受験し、専門的知識・技術の研鑽を図り、資格取得の促進を図りまし

た。 

   利用実績については、要介護認定の利用延べ人員（合計）は前年度実績対比で 62

名減、介護予防訪問介護相当サービス（介助対応型訪問サービス）利用者が 7 名増、

障害は 316 名減となり、合わせて 371 名減少する結果となりました。活動延べ時間（合

計）は前年度実績対比で要介護が 161 時間減、介助対応型訪問サービスは 5 時間増え

ました。障害福祉サービスは 411 時間減少、合わせて 567 時間減少する結果となりま

した。また、平成 28 年 4 月より実施された、第 1 号訪問事業（えぷろんケアサービ

ス）の実績は、利用延べ人員は 262 名減、延べ時間は 262 時間減少となりました。 
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   実績としては、要介護認定の利用者及び介護予防から移行した第 1 号訪問事業（介

護予防訪問介護相当サービス・えぷろんケアサービス）の利用者ともに減少すること

となりました。利用者の減少については、昨年度と同様で、入院が長期化したことや

有料老人ホーム等の施設へ入居するケースが増えてきたことも一因と考えられます。

また、職員の怪我や病気で長期の休みがあったことと増員ができなかったことで、依

頼があった利用者の受け入れが難しい状況だったことも考えられます。 

   障害福祉サービスの利用実績の減少についても、職員の減少により長時間派遣の受

け入れが厳しかったことも一因と考えられます。 

《 要介護認定利用実績 》    （単位：人、時間） 

 利用者延べ人員 活動延べ時間 

本年実績 

（Ａ） 

前年実績 

（Ｂ） 

増 減 

(Ａ－Ｂ） 

本年実績 

（Ａ） 

前年実績 

（Ｂ） 

増 減 

（Ａ－Ｂ） 

4 月 335 427 △93 294 373 △79 

5 月 312 434 △122  367 381 △14 

6 月 351 381 △30 295 336 △41 

7 月 318 389 △71 261 342 △81 

8 月 321 368 △47 278 318 △40 

9 月 352 385 △33 284 331 △47 

10 月 392 346 46 313 299 14 

11 月 390 295 95 307 255 52 

12 月 410 320 90 321 277 44 

1 月 379 341 38 299 290 9 

2 月 321 285 36 260 250 10 

3 月 327 299 28 271 259 12 

合計 4,208 4,270 △62 3,550 3,711 △161 

 

《 介護予防訪問介護相当サービス利用実績 》    （単位：人、時間） 

 利用者延べ人員 活動延べ時間 

本年実績 

（Ａ） 

前年実績 

（Ｂ） 

増 減 

(Ａ－Ｂ） 

本年実績 

（Ａ） 

前年実績 

（Ｂ） 

増 減 

（Ａ－Ｂ） 

4 月 32 32 0 33 31 2 

5 月 30 34 △4 30 33 △3 

6 月 34 46 △12 34 45 △11 

7 月 39 33 6 38 31 7 

8 月 36 36 0 36 35 1 

9 月 38 37 1 38 36 2 

10 月 45 29 16 45 28 17 

11 月 41 35 6 41 34 7 

12 月 31 35 △4 31 48 △17 

1 月 32 34 △2 32 33 △1 

2 月 31 34 △3 31 33 △2 

3 月 35 32 3 34 31 3 

合計 424 417 7 423 418 5 
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《 えぷろんケアサービス利用実績 》 （単位：人、時間） 

 利用者延べ人員 活動延べ時間 

本年実績 

（Ａ） 

前年実績 

（Ｂ） 

増 減 

(Ａ－Ｂ） 

本年実績 

（Ａ） 

前年実績 

（Ｂ） 

増 減 

（Ａ－Ｂ） 

4 月 124 130 △6 124 130 △6 

5 月 146 145 1 146 145 116 

6 月 135 128 7 135 128 99 

7 月 135 126 9 135 126 55 

8 月 130 151 △21 130 151 48 

9 月 115 141 △26 115 141 △26 

10 月 129 142 △13 129 142 △13 

11 月 121 157 △36 121 157 △36 

12 月 104 175 △71 104 175 △71 

1 月 127 168 △41 127 168 △41 

2 月 100 127 △27 100 127 △27 

3 月 104 142 △38 104 142 △38 

合計 1,470 1,732 △262 1,470 1,732 △262 

 

《 障害福祉サービス利用実績 》    （単位：人、時間） 

 利用者延べ人員 活動延べ時間 

本年実績 

（Ａ） 

前年実績 

（Ｂ） 

増 減 

（Ａ－Ｂ） 

本年実績 

（Ａ） 

前年実績 

（Ｂ） 

増 減 

（Ａ－Ｂ） 

4 月 35 99 △64 36 115 △79 

5 月 36 74 △38 42 87 △45 

6 月 34 69 △35 39 79 △40 

7 月 34 63 △29 35 69 △34 

8 月 35 53 △18 35 58 △23 

9 月 30 62 △32 29 72 △43 

10 月 39 57 △18 48 73 △25 

11 月 37 44 △7 44 56 △12 

12 月 29 47 △18 30 58 △28 

1 月 25 45 △20 27 57 △30 

2 月 21 41 △20 22 50 △28 

3 月 22 39 △17 22 46 △24 

合計 377 693 △316 409 820 △411 

 

（５）障害者（児）指定特定相談支援事業について 

   現在、相談支援専門員 1 名が障がい者（児）の自立した日常生活が送れるよう、適

切なサービス利用のために、サービス等利用計画を作成し、きめ細やかな相談支援を

行っています。 

   前年に比べて障がい児（主に年中から年長）の相談が増えたことで、計画作成件数

は 18 件増加しました。児童発達支援事業から放課後等デイサービスの利用への移行

を子供たちの成長に合わせ終了される方もありましたが、新規依頼もすべて受け入れ

たことで利用者増につながったものと思われます。 
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   障がい者の新規相談も少なからずありますが、受給決定期間 3 年という状況により

更新申請の減少とモニタリング実施の増加という結果につながりました。今後も同様

に推移すると思われます。 

   計画相談支援事業所及び相談支援専門員の減少に伴い、他事業所の受け入れ困難な

状況が続いております。障がい者（児）が安心して過ごせる環境の構築のため今後も

積極的に受け入れを行うことで、各家庭の持つ不安や心配等の解消につとめます。 

              ＜平成 30 年度実績＞   （単位：人、件） 

 障害者 障害児 モニタリング 合計 

 本年 前年 本年 前年 本年 前年 本年 前年 増減 

4 月 1 3 11 7 10 11 22 21 1 

5 月 1 4 2 3 13 10 16 17 △1 

6 月 3 2 3 5 11 7 17 14 3 

7 月 1 2 2 6 12 14 15 22 △7 

8 月 2 1 4 3 11 20 17 24 △7 

9 月 3 4 2 0 11 10 16 14 2 

10 月 2 6 5 5 14 10 21 21 0 

11 月 2 2 4 1 13 8 19 11 8 

12 月 3 4 2 1 13 12 18 17 1 

1 月 3 2 4 1 14 7 21 10 11 

2 月 3 2 6 0 12 12 21 14 7 

3 月 2 0 1 0 17 20 20 20 0 

合計 26 32 46 32 151 141 223 205 18 

 

（６）八代市第２地域包括支援センター（やまびこ）（包括的支援事業、指定介護予防支

援事業）について 

   高齢者が住みなれた地域で、尊厳あるその人らしい生活を継続することをめざした

「地域包括ケアシステム」の構築を図るために事業を展開してまいりました。 

   高齢者の福祉や医療、介護予防、そして権利を守るための地域の拠点として①介護

予防マネジメントの業務、②総合相談支援業務、③権利擁護業務、④包括的・継続的

ケアマネジメントを保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員の三職種 4 名と介護支

援専門員 3 名、事務職員 1 名を配置し、龍峯、太田郷、千丁、昭和校区の地域包括ケ

アを支える中核機関としての活動を行ってきました。このほか、「在宅医療・介護連

携の推進」「生活支援サービスの体制整備」「認知症施策の推進」「地域ケア会議の推

進」に行政と連携して取り組みました。 

  ① 介護予防ケアマネジメント業務 

   ア）介護予防事業について 

     介護予防事業として、やつしろ元気体操教室と介護予防教室の委託を受け教室

を開催しました。また、介護予防の観点から一人暮らし高齢者及び一般募集で参

加された高齢者に対して、健康相談及び健康教育に関する勉強会や実技を指導し

ました。なお、実績は下記のとおりです。 

＜平成 30 年度やつしろ元気体操教室参加者数＞（単位：名） 

一般高齢者 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11 月 12 月 1 月 ２月 3 月 計 

太田郷教室 47 41 33 36 17 32 33 24 28 27 28 31 377 

市営プール集会所 25 13 29 32 30 32 24 31 14 16 26 23 295 

あさひ園 9 14 14 11 10 14 10 5 14 0 2 12 115 
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千丁教室 68 127 123 90 67 141 111 106 121 87 117 118 1,276 

龍峯農業研修所 12 10 11 14 13 9 11 15 13 13 10 14 145 

 

＜介護予防教室実施内容＞ 

開 催 日 団体名 
参加 

人数 

4 月 18 日（水） 西片町第２いきいきサロン 14 人 

5 月 14 日（月） 西牟田上一人暮らしのつどい 14 人 

5 月 25 日（金） 西片町サロン 13 人 

5 月 28 日（月） あいらぶ 18 人 

6 月 8 日（金） 太牟田塘いきいきサロン 18 人 

6 月 12 日（火） 新牟田三サロン 27 人 

7 月 18 日（水） 竹原町いきいきサロン 12 人 

7 月 20 日（金） 西牟田上いきいきサロン 18 人 

7 月 25 日（水） 会津サロン 9 人 

8 月 6 日（月） 日置町いきいきサロン 22 人 

8 月 17 日（金） 島田町いきいきサロン 19 人 

9 月 20 日（木） 長田町老人クラブ 16 人 

9 月 20 日（木） 二の丸一人暮らしのつどい 10 人 

9 月 21 日（金） 下横手いきいきサロン 10 人 

11 月 20 日（火）   若返り塾 14 人 

11 月 27 日（火） 若返り塾 13 人 

12 月 4 日（火） 若返り塾 18 人 

12 月 12 日（水） 西牟田下いきいきサロン 24 人 

2 月 1 日（金） 川田町西一人暮らしのつどい 10 人 

2 月 6 日（水） 興善寺老人会 26 人 

2 月 8 日（金） 川田町東一人暮らしのつどい 11 人 

2 月 12 日（火） 東牟田いきいきサロン 13 人 

2 月 12 日（火） 八代新地サロン 16 人 

2 月 14 日（木） 興善寺一人暮らしのつどい 15 人 

2 月 14 日（木） 西牟田下いきいきサロン 21 人 

2 月 15 日（金） 岡町小路一人暮らしのつどい 15 人 

2 月 19 日（火） 岡町谷川一人暮らしのつどい 11 人 

2 月 21 日（木） 岡町中一人暮らしのつどい 12 人 

3 月 4 日（月） 東牟田一人暮らしのつどい 13 人 

3 月 13 日（水） 上片町いきいきサロン 24 人 

3 月 13 日（水） 昭和校区福祉会 18 人 

 

イ）指定介護予防支援事業について 

     指定介護予防支援業務では、高齢者ができる限り要介護状態にならないで自立

した日常生活を営むことができるよう支援しました。介護予防・日常生活総合事

業（総合事業）や地域の社会資源等の多様なサービスを利用することにより自分

らしい生活の継続ができるようにしました。なお、実績は下記のとおりです。 
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＜平成 30 年度請求実績（指定介護予防事業）＞ （単位：件） 

項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

自
セ
ン
タ
ー 

請
求
実
績 

前年度

実績 

予防 84 81 84 88 86 88 91 88 90 92 85 87 1,044 

総合 124 132 135 127 128 135 143 145 153 152 155 151 1,680 

介護予防 87 88 92 94 85 92 94 91 86 89 93 94 1,085 

総合事業 152 152 151 146 148 145 146 146 148 150 145 151 1,780 

合計 239 240 243 240 233 237 240 237 234 239 238 245 2,865 

委託分  
予防 36 36 35 37 35 32 31 32 33 32 31 26 396 

総合 35 36 36 35 36 33 33 30 29 31 29 29 392 

圏域内合計 310 312 314 312 304 302 304 299 296 302 298 300 3,653 

 

  ② 総合相談支援及び権利擁護業務について 

    高齢者に対するワンストップサービスの拠点であることを念頭に置き、総合相談

支援業務や高齢者の権利擁護業務を行いました。本人、家族、民生委員、医療機関

等から相談があった場合にスムーズな対応ができるよう、体制作りを行うことによ

って、介護・福祉に関する相談や認知症に関する相談等、月平均で 150 件を超える

相談対応を行いました。困難で複雑な課題を抱える相談に対しては「地域ケア会議」

「困難事例検討会」を開催し多職種から助言をいただき課題解決にあたりました。

なお、相談件数の実績は下記のとおりです。 

 

＜平成 30 年度の相談件数＞       （単位：件） 

相 談 内 容 4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 

計 

介護や介護保険等福祉に関する

相談 

74 101 77 83 94 98 68 49 66 99 99 56 964 

健康や病気など保健・医療に関

する相談 
12 26 22 27 22 21 24 10 8 20 14 10 216 

施設入所・退所に関する相談 4 20 17 9 9 11 9 11 6 9 10 11 126 

介護予防サービスに関する相談 8 29 26 26 17 27 10 15 27 16 31 16 248 

福祉用具の購入・貸与に関する

相談 

11 13 7 14 14 18 1 5 7 17 12 3 122 

住宅改造・改修に関する相談 8 2 6 1 11 22 0 4 6 15 11 4 90 

苦情相談に関すること 3 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4 

認知症に関すること 21 15 27 22 12 10 12 13 8 17 24 8 189 

その他の相談 15 20 9 8 19 9 21 10 10 10 16 8 155 

高齢者虐待に関する相談 2 0 2 1 2 0 0 2 0 0 1 2 12 

権利擁護・成年後見に関する相

談 

4 3 1 2 5 1 9 9 1 0 7 2 44 

消費者被害に関する相談 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 

介護支援専門員の日常業務に関

する個別指導・相談 
7 3 1 0 3 0 1 1 0 0 0 0 16 

支援困難事例等への相談・指導 5 0 0 3 0 0 3 2 0 3 0 1 17 

合     計 174 232 199 196 208 217 158 131 140 206 225 121 2,207 
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  ③ 包括的継続的支援業務について 

   ア）家族介護者交流事業（オリーブの会）について 

    「オリーブの会」として発足した家族介護者の会を基盤にし、毎月の学習会や認

知症の当事者も参加ができる認知症カフェ「喫茶やまびこ」を開催しました。交

流会では、家族介護者同士の意見や助言が活発にみられるようになり介護者の精

神的負担の軽減を図りました。なお、実績は下記のとおりです。 

開 催 日 場  所 参加数 内   容 

4 月 4 日（水） 十徳や 10 人 お花見・座談会 

5 月 11 日（金） 第２包括 32 人 認知症カフェ「喫茶やまびこ」 

6 月 14 日（木） 第２包括 14 人 介護保険改正について・座談会 

7 月 10 日（火） 第２包括 7 人 グラスサンドアートを作ろう・座談会 

8 月 17 日（金） 第２包括 11 人 夏バテ防止のための食事・座談会 

9 月 13 日（木） 第２包括 11 人 感染症について・座談会 

10 月 11 日（木） 第２包括 8 人 やつしろ元気体操・座談会 

11 月 22 日（金） 第２包括 24 人 認知症カフェ「喫茶やまびこ」 

12 月 14 日（金） こんぴら丸 13 人 忘年会・座談会 

1 月 17 日（木） 第２包括 9 人 地域福祉権利擁護事業・座談会 

2 月 14 日（木） 第２包括 12 人 感染症について・座談会 

3 月 14 日（木） 第２包括 20 人 認知症カフェ「喫茶やまびこ」 

 

   イ）認知症サポーター養成講座について 

     認知症に対する地域住民への啓発活動を強化するため、小学校や企業等に認知

症サポーター養成講座を開催しました。なお、実績は下記のとおりです。 

＜認知症サポーター養成講座＞ 

開 催 日 場 所 
参加 

人数 
団体名 

7 月 18 日 デイサービスちえの和 ２１人 株式会社なむず 

7 月 23 日 訪問マッサージ ケイロウ ４人 訪問マッサージ ケイロウ 

7 月 30 日 千丁コミュニティーセンター ３５人 千丁学童（市報掲載） 

10 月 5 日 生協 ６人 生協職員 

10 月 23 日 千丁小学校 ７０人 千丁小学校 4 年生 

10 月 30 日 フコク生命 １５人 フコク生命職員 

1 月 16 日 太田郷小学校 １２２人 太田郷小学校３年生 

1 月 17 日 第一生命 ３１人 第一生命職員 

1 月 18 日 ハーモニーホール ３１人 セブンイレブン 

 

  ④ 広報活動について 

    地域包括支援センターの役割について広報誌、ホームページ、校区福祉会研修会、

民生委員例会出席及び介護予防教室等において広報を行いました。また、地域の住

民の方々や関係機関に対して「包括だより」、ケアマネジャーに対して「やまびこ

通信」を発行しました。配布や回覧板を利用するなどして、積極的に周知活動を行

いました。 

  ⑤ 新たな取り組みについて 

   ア）認知症の人や家族、地域の方等のだれもが参加できる認知症カフェ「喫茶やま
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びこ」を3回開催し、5月11日に32名、11月22日に24名、3月14日に20名の参加が

ありました。また、民生委員の集いの場として「民カフェ」を開催し、10名の参

加がありました。 

   イ）地域の代表や事業所、行政職員、包括職員等の39名が参加し、やまびこネット

ワーク会議を開催しました。地域や事業所、第2地域包括支援センターの取り組

みの発表と「いろいろなやり方でつながろう。こんなところにも交流の場」につ

いてのグループワークを行いました。 

 

（７）居宅介護支援事業について 

   被保険者が、介護が必要な状態になっても住み慣れた地域でいきいきと暮らしてい

ただけるよう配慮しながら、基本倫理である「自立支援」「人権擁護」「利用者主体」

「公平性」「中立性」「法令遵守」「秘密保持」等に徹し、総合的かつ効果的なサービ

スの提供を目指したプランの作成に努めました。予防プランについても、6 箇所の地

域包括支援センターと連携を密にとりながら、必要なサービスが切れ目なく提供さ

れるよう自立支援を主眼としたプランを作成しました。 

   平成 30 年度からはケアマネジャー8 名体制となりました。新人ケアマネジャーも

徐々に業務にも慣れ、担当数も増えてきました。前年度には 9 名体制だったため、1

名の介護支援専門員担当分の件数が落ち込んでいることになります。予防プランにつ

いては、地域包括支援センターからの委託が少なくなってきたことで、件数が大幅に

減少しています。 

   なお、30 年度の実績については、以下のとおりです。 

① 個別性の高いケアプランづくりについて 

    利用者及び家族の意向を丁寧に聞き取ることで、より個別性の高いケアプラン作

りに努めました。 

② ケアプランの質的向上について 

    法令遵守に努めながら定期的なモニタリングを行うとともに、支援経過を詳細に

記録しました。また、誤字脱字がないように注意し、簡潔な記録及び他人に見せる

記録を意識していますが、未入力や未チェックのものもありますので、引き続き記

録を完結するよう努めます。 

③ サービス担当者会議開催について 

    認定更新時やサービス変更時には確実に開催し、欠席者への対応も「照会票」等

で確認を行いました。 

④ 意見･要望について 

    利用者や家族からのご意見･ご要望については、真摯な態度で、解決に向け迅速

かつ的確に対応し記録しました。 

⑤ 「居宅だより」の発行について 

    広報のための「居宅だより」を 2 か月に 1 回発行しています。地域福祉に関する

知識や情報、介護保険サービス等についての紹介、介護予防の取り組みや健康管理

に関すること等を分かりやすく、見やすい形で利用者や家族へ発信しました。今後

も紙面の充実を図りながら介護保険制度の正しい活用方法等の周知や話題づくり

に努めます。 

⑥ 自己評価や「アンケート実施」について 

    自己評価は 6 月に、ケアマネジメントの流れに沿った項目のチェックを行いまし

た。自分自身の、ひいては事業所全体の強みや弱みを振り返り・確認することがで

きましたので、以降のケアマネジメントに活かしています。なお、利用者へのアン
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ケートについては、31年 1 月～2 月にかけて実施しました。回収率も昨年よりアッ

プし、ケアマネジメントの評価もおおむね良いと評価されました。今後もより満足

度の高い支援を目指して、8 人のチームワークで努力します。 

  ⑦ 研修会や勉強会について 

    特定事業所加算を取得するための事業所体制を継続しており、週 1 回の勉強会も

内容を充実させ、困難事例の検討・問題点の解決・疾患についての勉強会・研修報

告・情報交換の場等に活用しました。各種研修会へも積極的に参加し復命すること

で、ケアマネジメントの質の向上に努めました。また、法人内他事業所との合同ミ

ーティングを定期的に開催し、情報共有や風通しの良い職場づくりに努めました。

保険者が実施する「ケアプラン点検事業」に使用する課題整理総括表の学習会も随

時開催し、理解を深めています。 

  ⑧ 家族介護者の会（オリーブの会）サポートについて 

    毎月、第 2 地域包括支援センターが主催する家族介護者の会(オリーブの会)に輪

番で出席し、家族が抱える精神的・身体的負担を直接耳にすることで、ストレスが

少しでも軽減できるような助言や提案を行いました。今後は、主催者側の意識も持

ちながら、会の運営がスムーズに行くよう支援していきます。 

  ⑨ 地域包括支援センターとの連携について 

    6 つの包括支援センターと連携し、利用者に必要なサービスが切れ目なく提供で

きるよう支援しました。地域包括支援センター主催の研修会や勉強会・情報交換会

等にも積極的に参加しました。 

  ⑩ 介護予防マネジメントについて 

    現在、4 つの地域包括支援センターより予防プランの委託を受けており、委託元

地域包括支援センターとは、より密に連携しています。 

  ⑪ 書類チェックについて 

    月ごとのチェック表を用いて、業務の見える化を図っています。認定期間終了ご

とに書類チェックも実施するようにしていましたが、支援経過入力が完了していな

い者もおり、実施状況にはばらつきがありました。 

  ⑫ 誕生月のプレゼントについて 

    今年度は「ビニールポーチ」をプレゼントしており、利用者に喜んでいただいて

います。 

  ⑬ 今年度の新たな取り組みについて 

    「事例検討会や事例ふりかえり」を月 1 回程度開催し、各介護支援専門員の対人

援助技術やケアマネジメントの質の向上につなげました。今後もさらなる実践力

や組織力のアップを目指し継続します。また、課題整理総括表の活用に向けての

取り組みについては、全員分の作成には至っていませんが、サービス担当者会議

等での活用も始めています。さらに、事業所加算の条件の一つである他法人が運

営する事業所と合同の事例検討会開催についても 7 月・11 月・2 月に開催し、い

つもとは違う雰囲気で学習できました。 

 

＜平成 30 年度実績＞   （単位：件、％） 

項目 

請 求 実 績（介護プラン） 請 求 実 績（予防プラン） 

本年度

実 績

(A) 

前 年 度

実績(B) 

増 減 

（A-B） 

対  比

（A/B） 

本 年 度

実績(C) 

前 年 度

実績(D) 

増 減 

（C-D） 

対  比

（C/D） 

4 月 233 268 △35 86.0 11 31 △20 35.0 
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5 月 238 268 △30 88.0 10 29 △19 34.0 

6 月 230 271 △41 84.0 10 24 △14 41.0 

7 月 231 263 △32 87.0 10 25 △15 40.0 

8 月 232 258 △26 89.0 10 22 △12 45.0 

9 月 233 262 △29 88.0 9 20 △11 45.0 

10 月 232 249 △17 93.2 10 14 △4 71.4 

11 月 236 245 △9 96.3 8 13 △5 61.5 

12 月 234 240 △6 97.5 11 14 △4 78.6 

1 月 230 237 △7 97.0 10 13 △3 76.9 

2 月 222 237 △15 93.7 10 13 △3 76.9 

3 月 230 233 △3 98.7 10 10 0 100 

合計 2,781 3,031 △250 91.8 119 228 △109 52.2 

 

４．地域とのふれあい（交流）活動について 

（１）ボランティアの受け入れと各種行事協賛について 

   ボランティア活動者を受入れる事によって、施設の閉鎖性からの脱却や地域社会と

の交流、外部の評価、施設の広報活動、社会資源の活用・マンパワーの充実など多く

の利点を得る事ができました。 

   平成 30 年度においても、納涼祭、敬老会、文化祭その他に歌や踊りの披露等、各

種ボランティアの受け入れを積極的に行いました。30 年度におけるボランティアの受

け入れは、次のとおりです。 

   団体では、あさひ園家族会様、花いち様、寿扇静雪様、ローズマリー様、八代看護

学校様、ケアパーク様、ミタカ様、クワハラエレクトロン様、日本ボーイスカウト・

カブ隊・ビーバー隊様、八代なつメロ愛好会様、日本製紙八代サポート様、ギフトシ

ョップ「グロリア」様、ピカケスタジオ八代様、太田郷カラオケクラブ様、八代ひま

わり会様、福島牧場様、また、個人では、加藤富子様、福嶋鶴代様、福嶋和美様、賴

藤玉緒様、賴藤千愛様、市村稀良様、池田節子様、弓削昌代様、浦口貴美子様、笹本

真代様、中川洋子様、市村京子様、石川さゑ子様、木本礼子様、藏道紀恵子様等、多

数の方々にご協力・ご協賛していただきました。 

（２）施設実習・研修生の受け入れについて 

   研修・実習施設として、介護職員初任者研修生をはじめ、介護福祉士、各種学校等

の受け入れを積極的に行いました。平成 30 年度における実習・研修生の受け入れは、

次のとおりです。熊本学園大学、中九州短期大学、八代第二中学校、シラサギ等を受

け入れました。今後も、施設実習・研修生の受け入れをとおして、当法人の「指導す

る立場の職員育成」や「自覚、誇り」の高揚につなげていきます。 

 

５．職員の採用及び退職について 

（１）平成 30 年 4 月 1 日付採用の職員 

  ① 特養介護職員  冨田愛加 

  ② 特養介護職員  秋野節代 

  ③ 通所介護職員  山田麻莉華 

  ④ 管理栄養士   森下貴子 

（２）職員の採用及び退職について 

  ① 平成 30 年 4 月 1 日現在の職員数 84 名 

（うち正職員数 59 名、非常勤職員数 25 名） 
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正 職 員 非 常 勤 職 員 

採 用 退 職 採 用 退 職 

（ 通 所 看 護 職 員 ） 

1 名 

（ 通 所 介 護 職 員 ） 

1 名 

（ 居 宅 介 護 支 援 専 門 員 ） 

1 名 

（ 特 養 介 護 職 員 ） 

2 名 

 

（ 特 養 看 護 職 員 ） 

1 名 

（ 特 養 介 護 職 員 ） 

5 名 

（ 通 所 看 護 職 員 ） 

1 名 

（ 通 所 介 護 職 員 ） 

1 名 

（ 特 養 看 護 職 員 ） 

1 名 

（ 特 養 介 護 ｱｼ ｽﾀ ﾝ ﾄ） 

1 名 

（ 特 養 介 護 職 員 ） 

3 名 

（ 通 所 介 護 職 員 ） 

1 名 

（ 通 所 看 護 職 員 ） 

1 名 

 

（ 特 養 介 護 職 員 ） 

3 名 

（ 特 養 看 護 職 員 ） 

1 名 

（ 特 養 介 護 ｱｼ ｽﾀ ﾝ ﾄ） 

1 名 

（ 通 所 看 護 職 員 ） 

1 名 

（ 通 所 介 護 職 員 ） 

1 名 

（ 居 宅 介 護 支 援 専 門 員 ） 

1 名 

（ 登 録 型 訪 問 介 護 員 ） 

1 名 

  ② 平成 31 年 3 月 31 日現在の職員数 79 名（3 月 31 日退職者を除く） 

（うち正職員数 56 名、非常勤職員数 23 名） 

 

６．職員の勤務条件の改善について 

（１）職員の健康診断を 5 月に実施するとともに、事故防止の徹底と定期健康診断受診後

のフォローアップ対策、腰痛予防対策、園内感染予防対策、その他衛生環境の整備等

について、毎月衛生管理委員会および感染症対策委員会を開催し、職員の健康増進と

職場衛生環境の改善に取り組みました。また、改正労働安全衛生法に基づきストレス

チェックを実施するとともに、情報を収集し全事業所で共有することにより、迅速か

つ的確な対応に努めました。さらに、毎月定期的に嘱託医師による「健康相談の日」

を設け職員の健康増進に努めました。 

（２）職員の勤務体制について、変形労働時間制による年次有給休暇の消化率は、当年付

与日数換算で 77.5％（12 月 31 日現在）（前年度 71.77％）となっており、職員 1 人あ

たりの消化日数は平均で 12.74 日（前年度 12.05 日）となりました。 

（３）職員の給与体系については、より一層個人の能力や業績が適正に反映される給与体

系となるよう、Ｄｏ-ＣＡＰシート及び人事考課制度の適正な運用に努めました。ま

た、新入職員を対象とした当法人の人事考課制度の仕組み及びＤｏ-ＣＡＰシートへ

の記入方法についての研修、新考課者を対象とした考課方法・指導方法等についての

研修を実施しました。 

 

７．職員の資質向上対策について 

（１）全体職員研修会及び経営会議の実施について 

   定期的に全体職員研修会及び経営会議を実施し、各施設・事業所間の連携を強化す

るとともに、職員研修委員会において、より一層充実した研修計画を策定・実践する

ことにより、社会福祉事業に従事する者に求められる知識や技術を習得し、業務遂行

上の問題点や課題の把握により、入所者や利用者に対する処遇改善に取り組みました。 

   なお、30 年度の全体職員研修会は、法人の理念･行動規範、介護保険報酬改定、高

齢者虐待防止と権利擁護、介護現場のリスクマネジメント、救急蘇生法･ＡＥＤの使

い方、認知症のリハビリテーション、感染症予防・腰痛予防、ケアカフェ及び生活リ
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ハについて知識・技能の習得に努めるとともに、事例発表とグループワーク並びに親

睦のためのビーチボールバレー大会を実施しました。 

（２）事業所別勉強会の実施について 

   利用者や入所者に対して、より一層高度・専門的な介護サービスを提供するために、

事業所別にミーティングや勉強会等を実施し、職員の資質向上と連帯意識の高揚に努

めました。 

（３）会議・研修会への参加について 

   熊本県をはじめ、行政機関や各種社会福祉団体が主催する会議・研修会について、

事業所別に積極的に参加するよう指導するとともに、部署ミーティング及び勉強会に

おいて研修報告を確実に行うことで、職員全体の資質向上に努めました。 

 

８．固定資産の取得及び処分について 

（１）固定資産の取得について 

資 産 の 種 類 名   称 取 得 年 月 取 得 価 格 

器具及び備品 繃帯交換車 平成 30 年 7 月 136,080 円 

器具及び備品 パソコン 5 台 平成 30 年 9 月 507,103 円 

器具及び備品 電動ベッド 4 台 平成 30 年 12 月 1,356,480 円 

器具及び備品 パソコン 6 台 平成 31 年 2 月 940,896 円 

器具及び備品 ノートＰＣ1 台 平成 31 年 2 月 185,328 円 

合 計   3,125,887 円 

 

（２）固定資産の処分について 

資 産 の 種 類 名 称 取 得 年 月 取得価格 処分損額 

器具及び備品 通所パソコン 平成 24 年 3 月 117,600 円 1 円 

器具及び備品 特養パソコン 平成 24 年 3 月 114,225 円 1 円 

器具及び備品 特養Ｂ棟パソコン 平成 24 年 6 月 129,045 円 1 円 

器具及び備品 通所パソコン 平成 24 年 12 月 121,695 円 1 円 

器具及び備品 訪問パソコン 平成 25 年 6 月 113,610 円 1 円 

器具及び備品 居宅パソコン 平成 25 年 6 月 113,610 円 1 円 

器具及び備品 特養パソコン 平成 25 年 6 月 113,610 円 1 円 

器具及び備品 通所パソコン 平成 25 年 6 月 123,060 円 1 円 

器具及び備品 特養パソコン 3 台 平成 25 年 12 月 359,635 円 3 円 

器具及び備品 通所パソコン 平成 25 年 12 月 119,879 円 1 円 

合 計   1,425,969 円 12 円 

 

９．防災体制の充実・強化について 

防災安全対策は、平時より連絡通報体制、施設設備の安全対策、避難経路・避難場所、

食料品・資器材等の備蓄状況を点検確認しておくことが重要であり「あさひ園消防計画」、

「火災及び非常災害発生対応マニュアル」及び「洪水時等の避難確保計画」を活用して、

防災安全対策に万全を期しています。 

平成 30 年度においては、6 月に夜間多目的ホール、9 月に昼間Ｂ棟倉庫、12 月に夜

間新館食堂、3 月に昼間Ａ棟洗濯室からの火災を想定して防災訓練（通報訓練、消火訓

練、避難誘導訓練）を実施しました。また、新入職員を中心に消火栓を使った放水訓練

の実施や消火器の設置場所・使用方法を確認するとともに、6 月にはあさひ園緊急連絡

表に基づいて緊急連絡訓練を実施しました。さらに、参加できなかった職員に対しても
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災害発生時の対応マニュアル、スプリンクラー作動時の対応および非常口・通報ボタ

ン・消火器・消火栓園内案内図の確認を指導しました。また、継続的な訓練となるよう、

その都度実施内容、反省点、問題点等を整理するとともに、その結果を踏まえて次回の

訓練計画を立案するなど、効果的な防災訓練に努めました。 

 

１０．平成 30 年度事故報告・苦情受付状況について 

  介護保険制度が施行され介護サービスの普及にともなって、介護事故の訴訟件数も増

加傾向にあります。その背景には、介護職員の人手不足によるサービスの低下や、介護

を受けることに対する利用者や家族の意識の変化などがあると考えられています。介護

現場において、リスクマネジメントは事件や事故を未然に防ぐだけでなく、職員が安心

して働ける環境をつくるという意味でも重要視されてきています。適切なリスクマネジ

メントを行うことで、利用者や家族、地域から信頼を得たり、スタッフの離職率を引き

下げたりといった効果が期待できます。しかし、法人や事業所、施設職員を守ることだ

けを重視しすぎると、利用者の尊厳を損なってしまう恐れもあります。利用者の尊厳と

組織としての自己防衛のバランスをとりつつ、プライバシーに配慮したサービスを提供

することが求められています。 

  当法人におきましては、各種のサービス提供に関わる事故や苦情発生防止を目的とし

て、利用者や家族を対象としたアンケート調査の実施、専門委員会活動及び研修会への

参加等さまざまな対策を講じています。経営会議や部署ミーティング等を介して情報を

共有する等、法人一丸となっての予防対策や事故・苦情発生後の適切な対応により、大

きな事故や苦情も発生しませんでした。 

  本年度は、事故・苦情ともに昨年と比較し件数は減少しました。介護現場における事

故発生の要因としては、職員不足による見守り不足、新人職員の専門的な介護技術不足

等が考えられます。次年度も、各部署の専門委員会を中心に、事故や苦情及びヒヤリハ

ットに対する具体的な対策を講じるとともに、発生した事故・苦情に対し役職員全体で

共通認識を持ち、事故・苦情の防止に努めていきます。必要であれば苦情解決第三者委

員会と連携を図りながら、利用者や家族、その他関係者との信頼関係の構築に努めます。 

  なお、平成 30 年度の事故及び苦情件数は下記のとおりです。 

☆その他の項目                    (   )は前年度の件数 

 （特養）骨折 3 件、誤嚥 1 件 

 項 目 特養 短期 通所 訪問 居宅 包括 合 計 

事
故 

転倒、転落 2 (4)  2 (1) 3 (10)  0 (1)  0 (0)  0 (0) 7 (16) 

足ひねり、座込み 2 (0)  0 (1)  2 (5)  0 (0)  0 (0)  0 (0) 4 (6) 

裂傷、創傷、表皮剥離 5 (0) 1 (10) 5 (0) 1 (1)  0 (0)  0 (0) 12 (11) 

離園  0 (0) 0 (2)  0 (0)  0 (0)  0 (0)  0 (0) 0 (2) 

誤薬、投薬忘れ 0 (2)  0 (1) 0 (1)  0 (0)  0 (0)  0 (0) 0 (4) 

職員交通事故 1 (0)  0 (0) 6 (2) 0 (0) 0 (2)  0 (0) 7 (4) 

器物破損、紛失  0 (0)  0 (0) 1 (1)  0 (1)  0 (0)  0 (0) 1 (2) 

請求ミス、申請漏れ  0 (0)  0 (0)  0 (0)  0 (0) 3 (2) 4 (7) 7 (9) 

連絡ミス  0 (0)  0 (0)  0 (0)  0 (0)  5 (0)  1 (0) 6 (0) 

その他 4 (1) 0 (1)  2 (2)  0 (0) 0 (2)  0 (2) 6 (8) 

合 計 
14 

(7) 

3 

(16) 

19 

(21) 

1 

(3) 

8 

(6) 

5 

(9) 

50 

(62) 
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 （通所）無償サービス 1 件、送迎漏れ 1 件 

☆苦情受付なし                                         (   )は前年度の件数 

 

 

 

 
項 目 特養 短期 通所 訪問 居宅 包括 

相談

支援 
合 計 

苦
情 

サービス 0 (0)  0 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 

そ の 他 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (1) 

合 計 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (2) 


